
３年担任 小用 圭太 

１１月１３日（木）墨田区役所、東武博物館、多聞寺へ行ってきました。３年生

は社会の学習で、墨田区の様子について学習してきました。今回の社会科見学では、

学習したことを思い出しながら自分たちの町について理解を深めたり、わたしたち

の暮らしのために働いている人について学んだりしました。この日は天気があまり

よくありませんでしたが、墨田区役所の回廊からは、八広小学校や自分の家を見付

けて喜ぶ子供たちの姿も見られました。この社会科見学で、施設内での見学マナー

を守り、よく見て話を聞くことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          ２年担任 岸田 和美 

１０月３１日（金）に生活科見学に行きました。今年は初めて千葉県立行田公園

に行きました。１年生の時よりも電車に乗る時間も公園まで歩く時間も長くなり、

パワーアップした生活科見学となりました。 

行田公園では、先生から出される課題に班ごとに取り組んだり、どんぐりを拾っ

たり、生き物を見つけたりと楽しみました。大きなどんぐりを袋いっぱいに拾って

嬉しそうな子供たちでした。お天気が心配でしたが、学校に着くまで雨も降らずに

過ごせました。クラスで作ったてるてる坊主のおかげです。 

３年生 社会科見学 

５年担任 山村 美英 

１０月２１日（火）に総合「食肉市場で働く人々」の学習の一環として、千葉県に

あるマザー牧場に行きました。牛舎に入り 500㎏前後の大きく迫力のある牛を間近に

見たり触ったりした子供たちからは「かわいいけどお肉になるのはかわいそう･･･。」

という声が聞こえてきました。私たちの食生活を支えている畜産業、しかし、お肉が

どのように食卓まで届くのかを知っている子は少ないです。牧場ではどのような工夫

や努力をして牛を育てているのか、働いている人たちはどのような思いで仕事をして

いるのか、実際に見て・聞いて・感じて、畜産業についての学びを深めました。「命

をいただいているから感謝して食べてほしい。」という、働いている人たちの言葉か

ら、命の大切さを改めて感じる機会となりました。 

 

５年生 社会科見学 

２年生 生活科見学 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

１２月の生活目標 

相手の気持ちを考えて行動しましょう  

 

○うさぎ「モコちゃん」石碑について 
うさぎのモコちゃんを偲ぶ石碑が完成しました。地域の石屋さんが、正門横に建

立してくださいました。是非モコちゃん（石像）に会いに来てください。募金にご
協力いただいた保護者や地域の皆様、ありがとうございました。 
 
○赤青鉛筆のプレゼントについて 
 改築工事に携わっている方から、「子供たちの学校生活を応援したい」とのことで、
１人２本の赤青鉛筆をプレゼントしていただきました。本日持ち帰りますので、子
供たちが感謝の気持ちをもてるように、様々な方が学校生活を応援してくださって
いることを話題にしていただけるとありがたいです。 
 
○学校評価アンケートについて 
本校では教育活動の一層の充実を図るために、「学校評価アンケート」を実施して

います。保護者の皆様のご意見を学校運営の改善と、教育活動の充実に向けた資料
とさせていただきます。 
１２月に学校配信メール COCOO でアンケートを配信します。保護者、地域、学校

が一体となり、子供たちのより良い成長を育んでいきたいと思いますので、ご協力
お願いいたします。 
 

算数専科 水野 光 

１１月９日（日）に学校公開を行いました。多くの保護者の皆様にご参観いただき、

ありがとうございました。４月から成長した児童の姿を、授業や掲示物を通して感じ

ていただけたことと思います。学年によっては、１１月末に予定している学芸会に向

けた練習の様子もご覧頂きました。また、３年生は太鼓作りに挑戦し、真剣な表情で

取り組む姿が印象的でした。 

                        特別活動主任 平島 奈々恵 

１０月２４日（金）に行われた「八広小まつり」は、子供たちの主体性が輝く素

晴らしい行事となりました。代表委員会は、スローガンづくりに始まり、企画・準

備、当日の運営までを自分たちの力で進め、学校全体を動かす大きな役割を見事に

果たしました。各クラスでも、「どうしたらみんなが楽しめるか」「クラスや学校の

一員として何ができるか」を考え、話し合いを重ねながら工夫して決定したお店を

つくり上げていきました。こうした、自分で考え、仲間と力を合わせ、集団の一員

として貢献しながら活動をつくり上げる経験こそ、特別活動の大きな価値です。子

供たちの主体的・協働的な学びが生まれるよう、今後も特別活動の充実に力を入れ

ていきます。「八広小まつり」、大成功でした。 

 

八広小まつり 

学校公開 

お知らせ 


